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活動拠点 東北 関東 

略歴 

1982年 仙台市役所入庁 

2007年 水道局 業務課 企画係長 

2009年 企画市民局 区政課 住民情報システム係長 

2013年 総務企画局 情報政策課 主幹兼企画係長 

2014年 まちづくり政策局 情報システム課長 

2018年 まちづくり政策局 情報政策課長 

2021年 まちづくり政策局 情報システム部長 

2025年 仙台市役所を３月に退職、４月より現職 

こんなことを 

支援できます 

①情報化計画、ＤＸ推進計画策定 

・地域情報化計画、自治体ＤＸ推進計画の策定支援 

・庁内のデジタル化意識改革、推進体制づくりの助言 

・行政システム全体最適化、ＩＣＴ利活用による行政改革の支援 

②自治体システム調達 

・導入に向けた企画・計画づくりの助言 

・調達（調達手法の選定、仕様書、審査基準、実施要領作成等）の支援  

・庁内ネットワーク整備の相談 

・ＲＰＡ導入の実証、導入に向けた企画、計画づくりの相談 

③情報セキュリティ、個人情報保護 

・情報セキュリティポリシーの助言 

・情報セキュリティマネジメント体制の整備、強化の助言 

・情報セキュリティ対策の助言 

・ネットワークセキュリティの相談 

④働き方改革推進 

・コミュニケーションと集中を両立させる執務環境とＩＣＴ利活用の助言 

・文書のデジタル化、紙文書削減の企画、計画づくりの相談 

自治体向け 

メッセージ 

自治体情報化に約 30年従事。基幹業務から AI活用まで、行政システムの変遷を現場

で経験してきました。自治体セキュリティや情報ネットワーク、人材育成にも取り組

んできた経験もあります。 ICT利活用に関する自治体職員の皆様の悩みを受け止

め、解決策を一緒に探します。 
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＜主な専門分野＞※特に得意とする専門分野を３つまで掲載 

 

 

＜地域情報化に関する実績＞ 

仙台市役所において約 30年間、自治体の情報化推進に一貫して携わりました。 

1988年、汎用コンピュータを用いた住民基本台帳や税収納システムなどの基幹業務システムの開発・運用・

保守に従事したことを皮切りに、介護保険、水道事業、戸籍事務など多岐にわたる行政分野で情報化を推進

しました。また、ネットワーク統合やＶｏＩＰ化、住民情報システムのマイグレーション、マイナンバー制

度への対応、ＲＰＡやＡＩを活用した住民サービスの実証など、時代ごとに変化する技術課題に現場で向き

合い続けてきました。 
2013年からは情報システム部門で統括的立場として、情報システム全体の最適化、セキュリティ対策、情報

化人材の育成、ネットワーク三層分離の推進など、庁内の複数部門にまたがる施策をリードしてきました。

さらに、Windows 10移行や元号改正といった全庁的課題に対しても、技術的助言や情報提供を通じて円滑な

対応を支援しました。 
2022年以降は、新庁舎整備事業において、働き方改革を後押しする執務環境の検討、ＩＣＴ利活用の推進、

紙文書削減の企画立案と計画策定の取り組みを進めました。 


